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（第53号）

令

和

六
年

三

月

十

五

日

編
集･

発
行　

足
立
区
農
業
委
員
会

足
立
区
中
央
本
町
一
ー
十
七
ー
一

℡　

三
八
八
〇
ー
五
八
六
六（
直
）

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
で
今
後
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
記
事
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業
振
興
係
）
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　

℡
（
３
８
８
０
）
５
８
６
６
〈
直
通
〉

■
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
は
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
生

産
緑
地
を
中
心
に
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
農
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
る
一
方
、
問
題
の
あ
る
農
地
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
問
題
点
が
認
め
ら
れ
た
農
地
に
つ

い
て
は
、
土
地
所
有
者
に
適
正
な
管
理
・
指
導
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
に
お
い
て
は
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
、
ま
た
は
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
特

定
生
産
緑
地
へ
の
指
定
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

宅
地
化
農
地
も
含
め
て
、
農
業
者
の
皆
様
に
は
日

頃
か
ら
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
に
、
区
内
33
ヵ
所
の
国
有
農
地
を
東
西
に

分
け
、
各
担
当
委
員
と
事
務
局
が
述
べ
２
日
間
か

け
て
現
況
の
見
回
り
を
行
い
ま
し
た
。
前
年
度
の

見
回
り
以
降
、
問
題
の
あ
っ
た
国
有
農
地
に
お
い

て
は
一
部
改
善
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
改
善
が
確
認
で
き
な
い
農
地
も
あ
り
ま
し
た
。

見
回
り
の
結
果
は
東
京
都
に
報
告
し
、
適
正
な
管

理
と
迅
速
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
14
日
か
ら
15
日
に
か

け
て
、
三
重
県
伊
勢
市
に
お
い
て
令
和

５
年
度
足
立
区
農
業
委
員
会
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　　

視
察
１
日
目
に
「
神
宮
徴
古
館
・
農

業
館
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
「
神
宮
徴
古

館
」
は
日
本
で
最
初
の
私
立
博
物
館
と

し
て
創
設
さ
れ
、
館
内
に
は
国
の
重
要

文
化
財
11
点
を
含
む
歴
史
・
考
古
・
美

術
工
芸
品
な
ど
約
1300
点
が
収
蔵
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
お
ま
つ
り
や
歴

史
・
文
化
に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
神
宮
農
業
館
」

は
「
自
然
の
産
物
が
い
か
に
役
立
つ
か
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
日
本
で
最
初
の
産
業

　
　
　
　
　
　
　

博
物
館
で
、
明
治
時

　
　
　
　
　
　
　

代
の
内
国
勧
業
博
覧

　
　
　
　
　
　
　

会
な
ど
に
出
品
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　

た
産
業
資
料
の
ほ
か
、

　
　
　
　
　
　
　

農
林
水
産
関
係
の
資

　
　
　
　
　
　
　

料
も
数
多
く
公
開
さ

　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

興
味
の
尽
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　

展
示
品
が
多
く
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
山
紅
葉
も
色
づ
き
始

め
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
中
、
農
業
の
歴
史
と
文

化
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
経
験

で
し
た
。　

（
編
集
・
農
業
委
員　

國
井
幹
雄
）

　
　
　
　
　

　

11
月
15
日
に
農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
松
幸
農

産
を
視
察
し
ま
し
た
。
当
日
、
取
締
役
の
松
田
大

輔
氏
に
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
法
人

は
令
和
３
年
度
の
農
林
水
産
大
臣
官
房
長
賞
を
受

賞
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
農
業
の
六
次
産
業
化

で
あ
り
、
生
産
者
（
一
次
産
業
）
が
加
工
（
二
次

産
業
）
と
流
通
・
販
売
（
三
次
産
業
）
を
合
わ
せ
、

六
次
産
業
化
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
私
が
注
目
し
た
点
は
、
こ
ち
ら
で
生
産
し

て
い
る
「
松
幸
米
」
で
す
。
こ
の
「
松
幸
米
」
で

は
、
農
薬
を
極
力
抑
え
、
保
存
を
も
み
で
行
い
、

こ
の
状
態
か
ら
精
米
し
、
出
荷
す
る
と
い
う
形
態

を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
社
生
産
の
お
米
を
敷

地
内
で
運
営
す
る
「
と
り
網
焼
き
レ
ス
ト
ラ
ン
」

の
お
釜
で
炊
き
上
げ
、
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
地
元
で
も
日
々
の
生
産
品
に
対
し
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
必
要
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
編
集
・
農
業
委
員　

横
井
善
彦
）

足立区農業委員会行政視察を実施しました

農
業
生
産
法
人
㈲
松
幸
農
産

神
宮
徴
古
館
・
農
業
館

国
有
農
地
見
回
り　
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平
成
29
年
７
月
か
ら
新
た
な
制
度
の
も
と
で
農

業
委
員
会
の
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
制

度
に
お
い
て
は
「
農
地
の
利
用
の
最
適
化
に
重
点

を
置
き
、
生
産
緑
地
の
指
定
や
利
用
促
進
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
引
き
継
ぎ
、
農
業
委
員
会
活
動
を
向
上
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
区
は
令
和
２
年
度
に
「
第
二
次
あ
だ
ち

都
市
農
業
振
興
プ
ラ
ン
」
を
改
定
し
、
都
市
農
地

の
保
全
と
区
内
農
業
者
の
支
援
の
た
め
、
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
緑
地
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
特
定

生
産
緑
地
制
度
が
平
成
30
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、

区
で
は
平
成
31
年
４
月
か
ら
特
定
生
産
緑
地
指
定

の
申
請
受
付
を
開
始
し
、
農
業
委
員
会
も
手
続
き

に
関
す
る
説
明
や
農
地
の
見
回
り
等
に
注
力
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
30
年
９
月
に
施
行
さ
れ

た
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に
基
づ
く
生
産
緑
地

の
貸
借
が
区
内
で
も
成
立
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

底
面
の
一
部
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
と
し
た
農
業
用

施
設
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
に
よ
り

農
地
と
み
な
さ
れ
る
な
ど
、
農
地
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
新
た
な
計
画
及
び
諸
制
度
は
、
今
後
の

区
内
農
業
の
行
方
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ

り
、
農
地
法
事
務
を
扱
う
農
業
委
員
会
に
お
い
て

は
、
農
地
の
見
回
り
や
区
内
農
業
者
へ
の
制
度
説

明
な
ど
大
き
な
社
会
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
受
け
て
、
令
和
６
年
度
の

農
業
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
行
動
す
る
農

業
委
員
の
活
動
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
地

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
、
生
産
緑
地
の
貸
借
の

活
性
化
及
び
農
地
制
度
の
周
知
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
「
行
動
す
る
農
業
委
員
活
動
」
の
推
進

　

農
業
委
員
会
活
動
や
生
産
緑
地
の
状
況
把
握
、

日
常
的
な
相
談
活
動
な
ど
農
業
者
の
支
援
活
動
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
研
修
会
や
講
習
会

に
参
加
し
、
委
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

１　

生
産
緑
地
の
適
正
な
肥
培
管
理
と
利
用
促
進

２　

地
域
の
農
地
の
情
報
収
集
と
状
況
把
握

３　

特
定
生
産
緑
地
制
度
と
都
市
農
地
貸
借
円
滑

　
　

化
法
の
制
度
周
知

４　

借
り
手
と
貸
し
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

（
２
）
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
す
る
活
動

　

農
業
委
員
会
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
活
動
」
に
具

体
的
な
取
組
目
標
を
定
め
、
農
業
委
員
会
組
織
活

動
及
び
農
業
委
員
に
よ
る
地
域
活
動
を
進
め
ま
す
。

１　

農
地
利
用
状
況
調
査
の
充
実
及
び
強
化

２　

生
産
緑
地
制
度
の
周
知
と
追
加
指
定
の
促
進

（
３
）
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
標
お
よ
び
評
価
方
法

　

（
２
）
の
取
り
組
み
を
通
し
、
引
き
続
き
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
の
進
捗
状
況
は
、
遊
休
農

地
の
割
合
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。
単
年
度
の
評
価

に
つ
い
て
は
、
「
農
業
委
員
会
に
よ
る
最
適
化
活

動
の
推
進
等
に
つ
い
て
」
に
基
づ
く
「
農
業
委
員

会
の
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
状
況
そ
の
他

事
務
の
実
施
状
況
の
公
表
」
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

（
４
）
情
報
活
動
の
推
進

　

新
た
な
農
地
関
連
制
度
の
情
勢
を
的
確
に
伝
え
、

よ
り
一
層
の
理
解
を
図
る
た
め
、
農
業
委
員
会
だ

よ
り
等
で
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

１　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行

２　

農
業
関
連
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る
農
業
委
員

　
　

会
活
動
の
周
知

３　

区
内
農
業
者
へ
の
戸
別
訪
問
や
説
明
会
開
催

　
　

に
よ
る
制
度
周
知

（
５
）
認
定
農
業
者
等
の
支
援
活
動

　

関
係
機
関
と
協
力
し
、
人
材
の
確
保
・
育
成
、

技
術
支
援
、
情
報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

１　

農
業
後
継
者
等
の
担
い
手
を
対
象
と
し
た
人

　
　

材
育
成
事
業
に
対
す
る
支
援

２　

研
修
、
相
談
、
簿
記
、
生
産
履
歴
記
帳
と
い

　
　

っ
た
経
営
改
善
事
業
等
へ
の
支
援

３　

農
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定
へ
の
支
援
、
家

　
　

族
経
営
協
定
締
結
の
促
進

４　

施
設
化
の
促
進
及
び
基
盤
整
備
事
業
の
支
援

（
６
）
地
域
農
業
の
確
立
に
向
け
た
活
動

　

歴
史
と
高
い
技
術
を
持
つ
足
立
の
農
業
・
農
産

物
を
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
産
地
消
を
推
進
す

令
和
６
年
度
足
立
区
農
業
委
員
会

　

活
動
計
画（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
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る
と
と
も
に
、
区
内
農
業
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

１　

地
場
農
産
物
の
普
及
促
進
事
業
の
支
援

２　

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
直
売

　
　

会
を
通
じ
た
農
業
の
Ｐ
Ｒ
や
地
産
地
消
の
推

　
　

進

３　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
「
め
い
ど
Ｉ
Ｎ
あ
だ
ち
」
の
活

　
　

用
等
に
よ
る
区
内
産
農
産
物
Ｐ
Ｒ
の
支
援

４　

足
立
区
産
野
菜
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
ス
テ
ッ
カ
ー

　
　

配
布

５　

区
内
小
学
校
に
お
け
る
江
戸
東
京
伝
統
野
菜

　
　

「
千
住
ネ
ギ
」
栽
培
授
業
の
支
援

（
７
）
農
業
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
身
近
に
接
す
る
こ

と
の
で
き
る
都
市
農
業
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

協
力
し
、
地
域
住
民
と
協
働
し
て
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

１　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・
派
遣
事
業
に
対

　
　

す
る
支
援

２　

農
業
体
験
学
習
や
職
場
体
験
に
対
す
る
支
援

３　

「
食
と
農
」
に
関
す
る
事
業
へ
の
参
加
と
支

　
　

援

（
８
）
農
政
活
動
の
推
進

　

都
市
農
業
の
維
持
保
全
と
振
興
政
策
の
推
進
の

た
め
、
東
京
都
農
業
会
議
を
は
じ
め
、
他
区
市
町

村
農
業
委
員
会
、
国
、
都
と
連
携
・
協
働
し
、
新

た
な
施
策
展
開
を
進
め
ま
す
。

１　

東
京
都
農
業
会
議
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

２　

都
市
農
地
保
全
推
進
自
治
体
協
議
会
へ
の
協
力

　

12
月
１
日
（
金
）
、
区
内
産
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
と
あ
だ

ち
の
農
業
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
「
第
４
回
あ

だ
ち
農
産
物
品
評
展
示
会
」
が
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ

ル
足
立
支
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
マ
ツ
ナ
や

ム
ラ
メ
等
、
足
立
区
を
代
表
す
る
野
菜
の
ほ
か
、

ダ
イ
コ
ン
等
の
旬
な
野
菜
が
部
会
員
18
世
帯
か
ら
、

計
156
点
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
優

良
賞
６
点
が
選
出

さ
れ
、
審
査
会
終

了
後
に
は
出
展
物

の
展
示
会
及
び
４

年
ぶ
り
に
出
品
物

の
販
売
が
行
わ
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

足
立
区
長
賞

　

宇
佐
美　
　
　

大
（
辰
沼
）　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
マ
ツ
ナ

東
京
ス
マ
イ
ル
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

　

荒　

堀　

美　

紀
（
栗
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
ラ
メ

足
立
区
議
会
議
長
賞

　

青　

木　
　
　

隆
（
青
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
玉
ト
マ
ト

足
立
区
農
業
委
員
会
会
長
賞

　

牛　

込　

聖　

英
（
島
根
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

東
京
ス
マ
イ
ル
農
業
協
同
組
合
足
立
直
売
部
会
部
会
長
賞

　

宝　

谷　

陽　

一
（
栗
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
イ
コ
ン

足
立
区
観
光
交
流
協
会
会
長
賞

　

福　

田　

和　

夫
（
入
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
ぎ

東
京
都
農
業
共
済
組
合
組
合
長
賞

　

内　

田　

宏　

之
（
興
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ー
マ
ン

（
敬
称
略
）　

第
４
回
あ
だ
ち
農
産
物
品
評
展
示
会

優
秀
賞

～ ご意見募集 ～
　この活動計画（案）について、皆

様からのご意見を募集します。

　住所・氏名・電話番号・意見を明

記し、窓口または郵送・FAX・Eメー

ルにてお寄せください。

足立区役所農業振興係（南館 4階）
郵　送：〒120-8510
　　　　（住所は記載不要です）
F A X：03（3880）5605
Eメール：sangyo@city.adachi.tokyo.jp

〈提出（宛）先〉

〈提出期限〉令和６年3月29日（金）
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12
月
12
日
（
火
）
か
ら
13
日
（
水
）
の
２
日
間
、
区

役
所
１
階
区
民
ロ
ビ
ー
で
、
J
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル

足
立
花
卉
部
会
の
後
援
に
よ
る
「
第
52
回
足
立
区

冬
花
品
評
展
示
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
気
候

の
厳
し
い
中
、
丹
精
込
め
て
栽
培
さ
れ
た
38
点
の

花
々
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　

１
月
26
日
（
金
）
か
ら
28
日
（
日
）
の
３
日
間
、
池

袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
、
第
72
回

関
東
東
海
花
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
花
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

一
層
の
花
の
消
費
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
関
東
東
海
地
域
の
１
都
11
県
と
花
卉
関
係
６

団
体
が
主
催
す
る
、
日
本
で
最
大
規
模
の
伝
統
あ

る
花
の
展
覧
会
で
す
。

　

展
覧
会
に
先
立
ち
、
１
月
25
日
（
木
）
に
花
の
品

評
会
が
開
催
さ
れ
、
足
立
区
で
は
並
木
一
重
さ
ん

（
一
ツ
家
）
が
、
金
賞
（
農
林
水
産
省
関
東
農
政

局
長
賞
）
と
銀
賞
お
よ
び
銅
賞
を
合
計
５
点
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
２
月
15
日
（
木
）
昭
島
市
民
会
館
に
お

い
て
、
第
65
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
行
事
と
し

て
、
顕
彰
事
業
等
受
賞
者
へ
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、

足
立
区
で
は
２
組
の
農
業
者
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
ボ
タ
ン　

つ
ぐ
み

榎　

本　

紋　

子
（
扇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
ボ
タ
ン　

シ
ル
ク

西　

山　

敏　

雄
（
江
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
（
切
花
）

内　

田　

和　

子
（
興
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
チ
ナ
シ

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）

　
　
　
　
　
　

キ
ン
セ
ン
カ　

コ
ス
タ
オ
レ
ン
ジ

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

　

鴨　

下　

賢　

人
（
平
野
）

農
業
功
労
者
感
謝
状

　

大　

熊　

久
三
郎
（
舎
人
）

優
良
賞

優
秀
賞

農
業
者
大
会

第
52
回
足
立
区
冬
花
品
評
展
示
会

第
52
回
足
立
区
冬
花
品
評
展
示
会

第
43
回
農
業
後
継
者
顕
彰

第
50
回
農
業
功
労
者
顕
彰

第
72
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会

第
72
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会

金賞　キンセンカ

銀賞　クリサンセマム




